




昨年、我々は女性 DMP 患者で、臨床的に Duchenne 型に類似する 2 症例につき

報告した。

 今回は全国レベルでどの位の頻度同様の症例が存在するかを究明するために、

昭和 50 年度厚生省資料を基に解析を行った。資料の分類に基いた各型の総数

ならびにその頻度は表 1の如くで、女性 Duchenne 型と診断してあるのは 29 例

あった。しかしこれらの中には処女歩行が認められない例、経過が長すぎると

思われる例などが含まれており、各施設により多少、診断基準が異なっている

と思われたので、一応 229 例の女性全例を分析の対象とした。


